
＝
こ
の
議
会
に
向
け
て
＝ 

埼
玉
県
和
光
市
議
会
議
員 

菅 

原 
 

満 

客
員
研
究
員 

◆
原
点
・
原
典
に
当
た
る
こ
と 

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン

プ
氏
に
つ
い
て
は
、
予
備
選
、
大
統
領
選
を
通
じ
て
の
発
言
、
過

去
の
行
動
や
言
動
、
さ
ら
に
、
就
任
後
の
大
統
領
令
で
何
か
と
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
状
況
に
対
し
、
私
た
ち
が
評
価
や
判
断
の
前
提
は
、
先
ず

は
マ
ス
コ
ミ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
情
報
に
依
り
ま
す
。
直
接
、
大
統

領
令
や
公
開
情
報
に
当
た
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
背
景
や
実

情
を
つ
ぶ
さ
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
、
過
去
の
経
緯
、
事
象
を
俯

瞰
し
て
観
る
こ
と
ま
で
は
制
約
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

伝
え
ら
れ
て
い
る
情
報
は
情
報
と
し
て
捉
え
る
と
と
も
に
、
ア

メ
リ
カ
国
内
状
況
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
政
治
経
済
、
紛
争
等
の

情
勢
に
関
し
て
の
情
報
に
つ
い
て
、「
様
々
な
角
度
・
視
点
」
か
ら

の
情
報
を
収
集
し
、
咀
嚼
し
、
考
え
、
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。 

◆
判
断
を
持
つ
前
提
に
必
要
な
‶
も
の
〟 

 

こ
の
よ
う
に
情
報
を
収
集
し
、
分
析
や
解
釈
を
行
い
、
選
択
肢

に
思
い
を
巡
ら
し
、
政
策
や
対
策
を
つ
く
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で

重
要
な
も
の
は
何
か
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

事
故
に
都
合
の
よ
い
情
報
を
集
め
て
、「
良
い
こ
と
だ
か
ら
。」

と
独
り
よ
が
り
の
判
断
で
政
策
（
対
策
）
を
提
言
す
る
こ
と
は
避

け
る
こ
と
が
「
議
員
」
に
は
、
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。 

あ
く
ま
で
、
個
々
人
と
し
て
の
「
議
員
」
に
あ
っ
て
は
、「
良
い

こ
と
。」
で
は
な
く
、「
良
い
と
思
う
（
考
え
る
）
こ
と
。」
を
行
っ

て
い
る
と
客
観
的
な
側
面
も
持
っ
て
認
識
し
、
自
己
の
中
で
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
思
考
と
で
も
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

◆
自
治
体
行
政
に
関
係
す
る
予
定
法
律
案 

◇
こ
こ
で
、
第
１
９
３
国
会
に
提
出
（
予
定
）
の
法
律
案
の
主
な

も
の
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
が

届
く
頃
は
、提
出
法
律
案
の
関
係
資
料
が
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

確
認
を
し
、
各
自
治
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
議
会
活

動
に
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
実
際
に
は
、
法
律
案
が
可
決
成

立
し
て
か
ら
、
自
治
体
に
通
知
や
技
術
的
助
言
、
説
明
が
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
状
況
の
把
握
と
い
う
点
で
、
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

総
務
省
関
連
（
地
方
税
法
等
一
部
改
正
、
地
方
自
治
法
等
一
部
改

正
、
地
方
公
務
員
法
等
一
部
改
正
）
／
文
部
科
学
省
（
義
務
教
育

諸
学
校
等
の
体
制
の
充
実
及
び
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
の
法
律

等
一
部
改
正
）
／
厚
労
省
関
連
（
地
域
包
括
ケ
ア
の
強
化
た
め
の

介
護
保
険
法
等
の
一
部
改
正
、
水
道
法
等
一
部
改
正
、
健
康
増
進

法
一
部
改
正
）
／
国
土
交
通
省
関
連
（
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対

す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
一
部
改
正
） 

（
注
・
法
律
名
は
、
略
し
て
あ
り
ま
す
。） 

◆
医
療
・
介
護
の
連
携
（
地
域
医
療
構
想
・
地
域
包
括
ケ
ア
） 

 

各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
体
制
が
整
備
さ
れ



て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
今
国
会

に
『
地
域
包
括
ケ
ア
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
改

正
』
の
法
律
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
」、「
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性

の
確
保
」
と
し
て
の
取
組
を
行
な
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。 

◇
主
な
改
正
点
と
し
て
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
介
護
療
養
病
床
の

扱
い
に
つ
い
て
、「
介
護
医
療
院
」
を
創
設
す
る
こ
と
、
介
護
保
険

利
用
者
負
担
や
保
険
者
の
介
護
納
付
金
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
と
障
害
福
祉
の
両
制
度
に
「
共
生
型
サ

ー
ビ
ス
」
を
位
置
付
け
る
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
共
生
型
施

設
を
整
備
・
誘
致
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

法
改
正
の
影
響
や
対
応

策
に
つ
い
て
、
「
介
護
保

険
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
の
見
直
し
に
向
け
て

確
認
し
て
お
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
際
、
負
担
の
あ
り

方
の
論
議
に
囚
わ
れ
て
、

将
来
の
介
護
・
医
療
・
健

康
の
課
題
の
論
議
が
等
閑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。 

◇
さ
ら
に
は
、
２
０
２
５
年
問
題
を
見
据
え
て
の
課
題
と
し
て
、

「
地
域
医
療
構
想
」
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 
 

病
床
の
あ
り
方
、
医
療
と
介
護
の
連
携
、
地
域
包
括
ケ
ア
、
大

都
市
圏
と
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
ん
だ
地
域
と
の
違
い
、
在
宅

介
護
と
在
宅
医
療
・
看
護
、
地
域
連
携
の
構
築
に
向
け
、
専
門
職

種
の
人
材
確
保
な
ど
、
自
治
体
毎
に
課
題
を
把
握
、
将
来
の
あ
り

方
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
関
連
す
る
事
業

費
の
予
算
審
査
で
、
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
在
宅
先
へ
の
訪
問
と
い
う
点
で
は
、
訪
問
時
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
の
事
例
を
把
握
、
対
応
策
の
検
討
、
検
証
に
つ

い
て
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

上
段
の
グ
ラ
フ
は
、
死
亡
の
場
所
別
の
推
移
で
す
。
今
後
の
医

療
制
度
、
施
設
整
備
な
ど
を
把
握
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
看
取

り
に
関
し
て
も
考
慮
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

※
参
考 

『「
２
０
２
５
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」
武
藤
正
樹
著
（
医

学
通
信
社
）』
／
『
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
』
／
『
国
保
新
聞
』 

◆
地
方
公
務
労
働
の
見
直
し 

自
治
体
の
臨
時
・
非
常
勤
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
特
別
職
」
の

範
囲
の
厳
格
化
、「
臨
時
的
任
用
」
の
対
象
の
厳
格
化
、「（
仮
称
）

会
計
年
度
職
員
」
の
規
程
を
設
け
「
給
料
・
手
当
」
の
支
給
対
象

と
す
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
財
政
運
営
へ
の
影
響

に
つ
い
て
、
確
実
に
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

◆
こ
の
他
の
法
律
案
の
中
か
ら 

 

自
治
体
行
政
運
営
の
内
部
統
制
（
都
道
府
県
・
指
定
都
市
）
の

整
備
。
そ
の
他
の
市
町
村
は
泥
よ
く
義
務
。
議
会
の
役
割
か
ら
も

個
の
改
正
に
は
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

（
※
平
成
２９
年
第
１
回
議
会
用
） 


